
（別紙４）

～ 令和8年2月20日

（対象者数） 11 （回答者数） 2

～ 令和8年2月14日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ 令和8年2月20日

（対象数） 4 （回答数） 2

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・今後も支援の質を高める為、研修等への参加を積極的に行

う。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・保護者や訪問先に依頼し、利用児童には訪問することを事

前に伝えないようにすることや事業所の職員と気付きにくい

服装で訪問を実施するようにする。

2

3

・同法人の放課後等デイサービスの利用児童が併用している

為、訪問時には普段支援を行なう職員が同行することで、より

実態に合わせた情報共有や支援の助言ができる。

・訪問先での様子、家庭での様子、事業所での様子等異なる環

境における利用児童の様子について情報共有し、必要な支援が

何かを考えられるように努めている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・訪問することで、職員を意識して利用児童の訪問先での様子

が普段と異なることが多かった。

・訪問することを利用児童に伝えてあったり、事業所の制服で

職員に気付くと普段の様子を実際に知ることが難しい。

令和8年2月12日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年2月25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和8年2月12日

○事業所名 こどもプラス谷山南教室

○保護者評価実施期間 令和8年2月12日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


